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私たちは旧東ドイツの映画スタジオ DEFA（ドイツ映画株式会社）
が制作したグリム童話『赤ずきん』を鑑賞しました。
DEFA の『赤ずきん』はオオカミやウサギなどの動物を CG や人形
ではなく人間が演じており、私たちも動物を自身で演じてみようと試
みました。
それを元に、赤ずきんをアレンジして、昨年８月末に行った夏合宿を
利用し、３、４年生合同で２グループに別れ、ゼミオリジナルの『赤
ずきん』として二つの作品を撮影・制作しました。
 
一作品目のタイトルは『ももいろずきん』。
この作品はオオカミの視点で撮影したものです。

「赤」ずきんならぬ、「ももいろ」ずきんをどうにかして食べようとす
るオオカミだが、そう簡単にはうまくいかない。ストーリーはグリム
の原作を踏襲しているものの、全く想像のつかないエンディングにし、
インパクトのある作品に仕上げました。
 
二作品目のタイトルは『Dreamed Wolf』。
この作品はグリムのメルヘンらしさを重要視しました。
私たちが知っている「赤ずきん」では、オオカミが赤ずきんやおばあ
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さんを食べてしまうというストーリーでしたが、この作品ではオオカ
ミが赤ずきんに恋をしてしまいます。
音楽と動きを合わせる事により、ミュージカルのような演出に仕上げ、
セリフもオオカミの語る英語のナレーションに代え、ファンタジーあ
ふれるストーリーとしました。
 
二作品とも元にした題材は同じですが、全く違う方向性の新しい作品
となりました。
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